
物  質  名 ベンゾ[a]ピレン ＤＢ－53 

別  名 3,4-ベンゾピレン 
3,4-ベンツピレン 

CAS 番号 50-32-8 
PRTR 番号 ― 
化審法番号 ― 

構 造 式 
  

 
分子式 C20H12 分子量 252.32 
沸点 310-312℃（10 mmHg）1) 融点 179-179.3℃ 1) 
蒸気圧 5.5×10-9 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 10.32 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 5.97（測定値）3) 水溶性 1.60×10-3 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 TDLo 25 mg/kg 5)  
 ラット 経口 TDLo 100 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・本物質の代謝能の異なる 3 系統のマウスに 0、120 mg/kg/day を 6 ヶ月間混餌投与した結果、

120 mg/kg/day 群の 2 系統では全数（半数以上が 15 日以内に）死亡し、骨髄抑制（再生不良

性貧血、汎血球減少症）による出血、感染症が原因と思われた。残りの 1 系統では 7％が死

亡したのみであった 6) 。 
・ラットに 0、3、10、30 mg/kg/day を 90 日間（5 日/週）強制経口投与した結果、10 mg/kg/day

以上の群の雄及び 30 mg/kg/day 群の雌で肝臓重量の増加、30 mg/kg/day 群の雌雄で胸腺重量

の減少、前胃基底細胞の過形成、雄で胸腺萎縮の発生率増加に有意差を認め、前胃上皮細胞

の BrdU 染色では 10 mg/kg/day 以上の群の雌雄で有糸分裂細胞数は有意に多かった。また、2
年間投与した場合には、3、10 mg/kg/day 群の前胃で基底細胞過形成の発生率に有意な増加を

認め、3 mg/kg/day 以上の群で前胃、10 mg/kg/day 以上の群で肝臓、30 mg/kg/day 群で外耳道

に腫瘍の有意な発生増加がみられた 7) 。この結果から、LOAEL は 3 mg/kg/day（暴露状況で

補正：2.1 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、3、10、30、90 mg/kg/day を 90 日間（5 日/週）強制経口投与した結果、10 mg/kg/day

以上の群で胸腺重量、赤血球数、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値、脾臓 B 細胞の比率

の有意な減少を認めた。また、30 mg/kg/day 以上の群で胸腺萎縮、腎臓重量の減少、前胃基

底細胞の過形成、90 mg/kg/day 群で体重増加の抑制、肝臓の重量増加及び細胞増殖などの有

意な影響がみられた 8) 。この結果から、NOAEL は 3 mg/kg/day（暴露状況で補正：2.1 mg/kg/day）
であった。 

・ラットに 0、7.7 mg/m3 を 4 週間（2 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、鼻腔、肺、腎臓で暴

露に関連した傷害はみられなかった 9) 。 
・ハムスターに 0、9.8、44.8 mg/m3 を 16 週間（4.5 時間/日）吸入させた結果、主要臓器の組織

に有意な影響はなく、暴露に関連した腫瘍の発生もなかった 10) 。また、0、2.2、9.5、46.5 mg/m3

を 10 週間（4.5 時間/週）吸入させ、その後 3 時間/日に変更して 60 週以上（全観察期間は 2
年以上）吸入させた結果、46.5 mg/m3 群で体重増加の抑制、生存率の低下を認め、9.5 mg/m3

以上の群で呼吸器系及び上部消化管系に用量に依存した腫瘍の発生があった 11) 。なお、非腫

瘍性病変に関する報告はなかった。 



生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、10、40、160 mg/kg/day を妊娠 7 日目から 16 日目まで強制経口投与した結果、160 
mg/kg/day 群で出産率の有意な低下を認めた。仔（F1）では生後 40 日目の体重は 40 mg/kg/day
以上の群で有意に低く、無処置群と交尾させたところ、10 mg/kg/day 群で妊娠率の有意な低

下を認め、40 mg/kg/day 以上の群では不妊状態で、生殖腺の形態や生殖細胞の発育に有意な

影響がみられた 12) 。この結果から、LOAEL は 10 mg/kg/day であった。 
・マウスに 0、10 mg/kg/day を妊娠 7 日目から 16 日目まで強制経口投与した結果、一般状態や

妊娠への影響はなかった。得られた F1 雌を用いて 6 ヶ月間の繁殖試験を行ったところ、10 
mg/kg/day の F1 で産仔数、出産回数、同腹仔数は有意に低く、出産間隔は有意に長かった。

また、6 ヶ月後の F1 で卵巣重量、卵胞数、黄体数は有意に低かった 13) 。この結果から、LOAEL
は 10 mg/kg/day であった。 

・妊娠 8 日目に開腹して着床数を確認したマウスに 0、25、75、100 µg/m3 を妊娠 11 日目から

20 日目まで吸入（4 時間/日）させた結果、25 µg/m3 以上の群で用量に依存した胎仔生存率の

有意な低下を認め、血漿中の黄体ホルモン、エストロゲン、プロラクチン濃度も減少した 14) 。

この結果から、LOAEL は 25 µg/m3（暴露状況で補正：4.2 µg/m3）であった。 
・ラットに 0、25、75、100 µg/m3 を 10 日間（4 時間/日）吸入させた結果、睾丸重量、副睾丸の

精子濃度に影響はなかったが、副睾丸尾部から採取した精子で前進性運動を示すものの割合

は 75 µg/m3 以上の群で有意に低かった。また、75 µg/m3 群の血漿テストステロン濃度は暴露

終了直後から 48 時間後までは有意に低かったが、72 時間後には有意に高く、24～72 時間後

の血漿黄体形成ホルモン濃度も有意に高かった 15) 。この結果から、NOAEL は 25 µg/m3（暴

露状況で補正：4.2 µg/m3）であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・ゴム工場の労働者 667 人の調査では、粒子状物質及び本物質（0.1 µg/m3）に慢性的に暴露さ

れた労働者で換気機能が有意に低く、胸部 X 線像の異常、血性吐物、呼吸障害、胸部痛など

がみられたとした報告があるが 16) 、これらの暴露を区別した検討は実施されていない。 
・コークス炉労働者 199 人の調査では、0.2～500 µg/m3 の本物質を含む多環芳香族炭化水素

（PAH）に暴露されており、これは対照群とした冷間圧延機労働者 76 人の暴露に比べて 3～
5 桁高く、血清 IgG、IgA は有意に低く、IgM は低下、IgE は増加の傾向にあった。コークス

炉労働者では SO2、CO の暴露も高かったことから、これらの暴露が PAH の影響を増強した

ものと考えられた 17) 。また、0.65～5.4 µg/m3 の本物質を含む PAH に暴露されたコークス炉

労働者 24 人の調査でも軽度の免疫抑制影響が報告されている 18) 。 
・0.9～390 µg/m3 の本物質に暴露されたコークス炉労働者 222 人の調査では、43 人（19％）で

胎児性ヘモグロビンが検出されたが、冷間圧延機労働者 87 人では 2 人（2.3％）にみられた

だけであった 19) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2A 20) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては限られた証拠しか

ないため、IARC の評価では 2A（ヒト対して恐らく発がん性が有る）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  



 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 3 mg/kg/day（前胃の

過形成）を採用し、暴露状況で補正して 2.1 mg/kg/day とし、LOAEL であることから 10 で除し

た 0.21 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、マウスの生殖・発生毒性試験から得られた LOAEL 25 µg/m3（胎仔生存

率の低下）を採用し、暴露状況で補正して 4.2 µg/m3 とし、LOAEL であることから 10 で除した

0.4 µg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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